
」 
  
  
 
     

 
 
 
 
 

新潟 RC ９月第 2 例会 (2018.9.11) №３２４８ 

 

(1) ロータリーソング「四つのテスト」斉唱 

(2) 小山 楯夫副会長スピーチ 

米山記念奨学金と R財団の寄付に付いて思うこと 

 2年半以上も前の、2016年 2月 18日午前 0:10 分からNHK 

TV で NEXT という T V 番組を視ました。大学生の奨学金に

付いての取材番組でした。 

 当時、日本の大学生の約50% (133万6 千人)が奨学金(日本

育英会の奨学金)を申請し、貸与されていたそうです。 驚きま

した!  学生によって貸与額は違いますが、平均 263 万円だ

そうです。 

 番組では、沖縄県で双子の女子高生を持つシングルマザー

を取材していましたが、一度に二人が大学に進学を希望して

いる事を知り途方に暮れていました。入学と同時に年利 3%の

借金を背負って進学しなければなりません。 そして、卒業と

同時に返済が始まり、当時の社会情勢から就職できず途方に

暮れている者、また、就職しても会社の景気不振などで掛け持

ちアルバイトを強いられ、健康を損ねる事すらあるという事でし

た。返済相談の電話が一日平均 3 千件寄せられたそうです。 

 3 ヶ月滞納すると延滞金が生じ、返済ができない場合は破産

宣告され、ブラック・リストに乗ることになり勿論クレジット・カー

ドも作ることが出来ません。これは、もはや奨学金ではありませ

ん。借金地獄です。 

 外国(主にアジア・アフリカ)からの大学生に、我が国のロータ

リーは米山記念奨学金制度と称し、ロータリアンから 2017年度

は 14 億 4 千 7 百万円を集め、約 800 人の外国人留学生に毎

月 10 万~14 万円の奨学金を給付(返済不要)し、カウンセラー

やクラブ・地区からの手厚いサポートも受けています。 

 勿論、この制度を否定している訳ではありません。 然し、地

区の選考会で選ばれる以前はどの様な大学生生活(経済的

に)を過ごしてきたのでしょうか。 米山奨学金受給者は中国が

飛び抜けて多く 41.2%、次いでベトナム 13.9%、韓国、台湾で

す。 

 米山奨学金制度は「世界の懸け橋」などと唱えていますが、

先ず、同胞である若者の夢と希望を叶えてやれるようなロータ

リーであって欲しいと思います。自分の子供の教育を放棄して

他人の子供に与えているような制度だ、と言っては言い過ぎで

しょうか。 本当に奨学金を必要とする我が国の、災害で親を

亡くし、高校や大学に行けない若者に半額の 5 万～7 万円の

援助が思いつかないのでしょうか。広く門戸を開く必要がない

のでしょうか。日本のロータリーが、同胞の苦学生をサポート出

来なくてどうするのでしょうか。 

 一方、ロータリーの R 財団が勧めるポリオ撲滅の寄附もいい

でしょう。 然し、この地球上には地域の紛争で命からがら避難

する人々、生を受けて母親の乳も飲まずに死んでいく嬰児・幼

児、等々が報じられています。どれに優先順位を置くかはロー

タリー(RI)が決めることではありません。1985 年ポリオ・プラス

運動が開始しました。何故ロータリーがポリオ・プラスを最優先

したのか? この運動を見捨てていいとは思いませんが、決議

23-34 の 5)項で「国際ロータリーは、一般的な奉仕活動を研究

し、標準化し推進し、これに関する有益な示唆を与えることは

あっても、しかしどんなクラブのどんな社会奉仕活動にせよ、

それを命じたり禁じたりすることは絶対にしてはならないものと

する。」と明記されています。 

 ロータリーは全て良い事を推奨します。そして、寄付を募りま

す。 然し、その事業の趣旨をもう一度検証し、納得して大い

に寄付に参加する事が肝要と思います。寄付は強請ではあり

ません。 

 

(3) ゲストの紹介、挨拶 

一年交換学生 Ｒａｎｅ Ｂｉｅｋｅｒさん 

(紹介 福地 利明青少年交換委員長) 

ホストファミリー 本間 由起子さん 

 

 

 

 

 

5100 地区 Hood River RC バナー披露 

レイン・ビーカーさんへお小遣い伝達 

 2018-19年度 

国際ロータリー会長 

バリー・ラシン 
 

2018～19 年度 
新潟ロータリークラブ会長 

 
若槻 良宏  

 
 

国際ロータリー 
2018-19 年度テーマ 

インスピレーションになろう 



(4) ビジターの紹介 

・渡邊 肇君（宇都宮ＲＣ） 

(5) ロータリーの友紹介（河西弘太郎広報会報雑誌委員） 

(6) 新会員紹介 

 

 

 

 

 

第四銀行の 進藤 博と申します。この度、㈱ウオショクの 

宇尾野社長様 並びに 若槻会長 様からのご推薦を賜り、

伝統ある新潟ロータリークラブに入会させていただくことに

なりました。新潟市出身、昭和３３年生まれで、今年還暦を

迎えます。この度、高田営業部より本店営業部へ赴任して

参りました。平成１７年に 南佐渡支店長を拝命致しまして、

１３年になりますが、その間の殆どが県内の営業店勤務で

して、お取引先様 地域の皆様からご指導を賜りながら、

地域地域のお客様たちと親交を深めて参りました。この度、

ロータリー活動の機会を頂いて感謝しております。皆様か

らのご指導を賜りながら 社会奉仕に努めたいと考えてお

りますので、宜しくお願い致します。 

(7) 各種ご寄付の発表 

ロータリー財団寄付発表(秋山 博一委員) 

秋山 博一君  

米山奨学会寄付発表(高木 言芳委員) 

仙石 正和君 宇尾野 隆君 

本多  晃君  

青少年育成基金寄付発表(本間  彊副委員長) 

井東 昌樹君 徳永 昭輝君 

若杉  武君 高橋 康隆君 

小山 楯夫君 大澤  強君 

樋熊 紀雄君 田中堅一郎君 

細野 義彦君 本間  彊君 

(8) ニコニコボックス紹介（武田 直己副委員長） 

・本間  彊君 レイン・ビーカーちゃんが初めて例会に出

席させて頂きありがとうございました。皆様に大変、お世話

になっております。 

・竹石 松次君 私が理事長をしている北越高校では昨年

から今年にかけて２人の女子生徒が米国ポートランドから

一年間の留学を終えて帰国しました。そして、今月から新

潟ロータリークラブの関係者の２年生と学校独自の留学生

１人がそれぞれオレゴン州ポートランドへ、そしてオレゴン

州から本日の例会に出席しているレイン、ビーカーさんが

北越高校に来ています。ビーカーさんを迎えてニコニコし

ます。 

・竹石 松次君 昨日、新潟放送と新潟日報社は、西日本

豪雨義捐金活動で県民から寄せられた義捐金４６６１万７３

９０円を、新潟県協同募金会を通じて被災された皆さんに

贈呈しました。県民の義捐金活動に感謝してニコニコしま

す。 

 

(9) 幹事報告（大澤 強） 

・例会終了後新会員オリエンテーションを４階「雪の間」で

開催いたします。 

 

(10) 卓話 「水と土の芸術祭について」 

水と土の芸術祭２０１８実行委員会事務局  

事務局長 眞島 幸平氏 

事務局員 樋口 智紀氏 

 

 

 

 

 

 

(11) ９月１１日例会の出席率 ７２．５３％ 

会員数 ９２名（出席免除会員 ７名） 

出席者 ６６名（出席免除会員 ６名を含む） 

 (2週間前メーク後 ８８．７６ ％) 

 

 

９月２５日の例会予定 

会員スピーチ  

 ・ＮＨＫ新潟放送局局長 矢野達史君 

 ・新潟信用金庫理事長 小松 茂樹君 

 

 

 

 

 

 

新潟ロータリークラブホームページアドレス 

http://www.niigatarc.jp/ 

㈱第四銀行 常務取締役 

本店営業部長兼 

新潟空港出張所所長  

進藤 博君 

ご紹介 宇尾野 隆君 

所属委員会 職業奉仕委員会 

http://www.niigatarc.jp/

